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豊田市稲武地区における生活と交通の現状 
―住民 11名へのインタビュー調査より― 
Life and traffic in Toyota City, Inabu District 
―Based on interviews with 11 residents― 




































































































そして、2005（平成 17）年には、周辺 5 町村とと
もに豊田市に編入された。現在では「豊田の北の玄
関口」とも呼ばれている（図 1 参照）。 
 








県内の IC からだと、東名高速道路の名古屋 IC か
ら 55 ㎞（約 70 分）、豊田 IC から 48 ㎞（約 80 分）、
東海環状自動車道の豊田勘八 IC から 38 ㎞（約 50
分）、猿投グリーンロードの力石 IC から 33 ㎞（約
40 分）、また県外の IC からだと、中央自動車道の恵


















日本の高齢化率は 2017（平成 29）年 10 月１日現
在で 27.7％であり、年々着実に上がっている。稲武
地区の高齢化率はというと、2018（平成 30）年 9
月 1 日現在で約 48％と、日本全体の高齢化率をはる
かに上回っており、豊田市のなかでも最も高い。稲

































とがある。2016（平成 28）年 3 月までは、週 1 日
路線として河上瀬線、川入線、大桑線の 3 線も運行
していたが廃線となった。料金は一乗車 200 円（小









た場合、所要時間は約 1時間 45分、料金は片道 1,400図 2 稲武小中学校区と主なランドマーク
（4） 
図 3 稲武地区における地域バス路線図（5） 
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円となる。 







要時間は約 1 時間 20 分であり、②のおいでんバス
を利用して稲武と市街地とを往来するよりも 25 分








る。運行時間は 8 時から 17 時までの間である。料
金は、①の「どんぐりバス」と同じく、一乗車 200
















出されたのが、A から K までの 11 名のインタビュ
イーである。 
実施日は、2016（平成 28）年 11 月 26 日（土）、





各日、10 時から 12 時までの 2 時間を午前の部、




































































4.1 第 1回調査 
第 1回調査は表 2のような 3名を対象に実施した。 
 














































































＊ ＊ ＊ 
 



















る。軽トラック 1 台、自家用車 3 台（うち 1 台はス
































大野瀬は 74 世帯、平均年齢は B さんいわく 70
歳くらい。中学生は 1 人、小学生は 4 人いるだけ。
なかでもある集落に至っては 14 世帯、17 名が生活











クシー券は年間 1 万 6,000 円分支給される。旭地区
や足助地区であれば、行きはデマンドバスで足助病
院まで、帰りはタクシーで帰った場合、かかる費用
はおよそ 1,000 円で、年間 16 回利用できることに
なる。だが、足助病院から稲武までタクシーで帰っ
てこようとすると、およそ 5,000 円かかってしまい、








































4.2 第 2回調査 
第2回調査は表3のような4名を対象に実施した。 
58 歳女性の D は、代々160 年ほど続く土地に住





子供は 3 人いるが、みんな地区外で暮らしており、 
現在は、83 歳の父と 58 歳の夫と 3 人で暮らしてい








5 時半から 6 時半の間に起床、7 時にお弁当を作













＊ ＊ ＊ 
 

































＊ ＊ ＊ 
 














 仕事は 8 時半から 17 時 15 分までだが、時間通り
には帰れない。残業も必要だが家庭のこともありジ
レンマを抱えている。18 時には職場を出て、19 時





 インタビュー前日、たまたま A の人形浄瑠璃を能
楽堂までバスを使って観に行くというツアーがあり、
20 人ほどと一緒に F も参加した。往路は、まずお
いでんバスで足助まで、そして足助から名鉄バスで
豊田市まで行き、復路は、快速いなぶで帰ってきた





















＊ ＊ ＊ 
 
43 歳男性の G は武節町で建設業を営んでいる。
妻と3人の子供、73歳と69歳の母と同居している。
中学校まで稲武で過ごしたが、高校から名古屋市で











であるため、朝 6 時半に起床し G 自身は徒歩で通勤
























































4.3 第 3回調査 
第3回調査は表4のような4名を対象に実施した。 
 





や年 4 回の安全週間の対応などをおこなっている。 



















































＊ ＊ ＊ 
 
64 歳男性の I は、生まれてから現在まで押山に住
んでいる。高校の 3年間は安城市の寮に住んでいた。

















週に 2、3 日、17 時から 21 時半までの間に管理業




 朝は 7 時に起き、夜は 24 時くらいに寝る。役所
に勤めていたときは弁当だったが、現在は昼にいっ
たん家に帰って昼食をとるのが習慣である。 



















＊ ＊ ＊ 
 





と子供 2 人の 4 人であるが、24 歳の息子は会社の寮
に住んでおり、21 歳の娘は J の母親の住む岡崎で同
居している。子供たちは 2 人とも、岡崎の実家から





 6 時に起床し、7 時には家を出る。直売所は平日



















































ぼ 3，40 万円コースか廃車だね」。J の会社でも、こ
の 2、3か月で 2、3人が鹿にぶつかったそうである。








＊ ＊ ＊ 
 





 稲武地区には現在 15 代目、16 代目という家も多
いが、K の家の本家初代は、江戸時代に岐阜県中津
川から稲武に来て、現在 9 代目である（6 代目が稲
武では有名）。 
 K の家族は妻と息子 2 人だが、うち 1 人は名古屋
で暮らしている。自家用車は、普通乗用車が 2 台、































































が、年に 1、2 回、150 ミリを超える雨が降ると雨
量規制がかかり通行止めになる。迂回路もあるのだ
が「危ないので教えてくれない」（E）。 


























































































































































































































































































































































































































































































2009（平成 21）年 2 月 1 日、インタビュイーの
A や C が同級生 4、5 名とともに、「パスまちサロン
会」を設立した。豊田市わくわく事業の助成を受け、
市内在住の 8 名と社協、包括支援センターが会員で
ある。年 2 回、新聞を発行している。 
きっかけは、みんなで飲みながら話していたこと。 
 
この辺はバスが 1 時間に 1 本ぐらいしかない。
なんで、たとえば病院に来て、病院済ましてか



















































































































































































iezo.net/tiikinavi/aichi/toyota/0126.html 情報取得 : 





（ https://www.rosenzu.com/brai/bra700.pdf 情 報 取











































23909.html 情報取得：2018 年 10 月 8 日）。 
（10） ヤマト運輸株式会社中部支社と豊栄交通株式会社と
が共同し、2017（平成 29）年 8 月から 2018（平成 30）
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